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赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

ご

　
こ
と
し
も
、
十
月
一
目
か
ら
赤
い

羽
根
共
同
募
金
運
動
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
の
暖
か
い
善
意
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
47
年
度
募
金
の
お
も
な
使
い
み
ち

　
つ
ぎ
の
と
お
り
、
地
域
の
福
祉
向

上
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
県
内
社
会
福
祉
施
設
に
六
十
六

万
三
千
円
、
季
節
保
育
所
（
へ
き
地

を
含
む
）
七
十
八
万
九
千
円
、
子
供

会
九
万
円
、
遊
園
地
二
十
万
円
、
老

人
ク
ラ
ブ
三
十
五
万
二
千
円
、
敬
老

事
業
三
十
万
円
、
身
体
障
害
者
会
、

盲
人
会
、
傷
疲
軍
人
会
等
一
、
十
一
万

三
千
円
、
身
体
障
害
老
（
児
）
十
三

万
円
、
母
子
福
祉
費
九
万
五
千
円
、

歳
末
見
舞
金
百
十
一
万
二
千
円
。

　
水
道
使
用
量
（
日
）
の
最
高
は

　
ひ
と
り
ド
ラ
ム
缶
二
本
半

　
　
例
年
、
水
道
水
の
ピ
ー
ク
は

　
八
月
と
二
月
で
し
た
が
、
今
年

　
は
つ
ゆ
明
け
が
早
く
、
猛
暑
が

　
七
月
か
ら
続
い
た
た
め
、
H
あ

　
た
り
水
道
使
用
量
の
最
高
は
、

　
七
月
二
十
日
の
一
万
三
千
八
百

　
六
十
立
方
后
で
し
た
。

　
　
こ
れ
は
、
ひ
と
り
あ
た
り
で

　
み
る
と
二
百
リ
ッ
ト
ル
ド
ラ
ム

　
缶
二
本
半
の
水
を
使
用
し
た
こ

　
と
に
な
り
ま
す
Q

　
　
ま
た
最
低
は
六
月
三
日
の
八
　
…

…
賊
須
執
蛯
ぜ
鷺
」

協
力
を

懲
牌漁繭市長を

先
頭
に
街
頭
募
金
運
動

　
　
ク
ッ
キ
ン
グ

　
豆
腐
と
野
菜
の
妙

　
め
も
の

　
　
主
婦
蕪
木
ナ
ヵ
（
高
E
町
）

　
幼
児
か
ら
老
人
に
も
喜
ば
れ
る
豆

腐
料
理
は
い
か
が
で
す
か
。
パ
ソ
食

に
も
あ
い
ま
す
。

　
材
料
（
五
人
分
位
）
　
豆
腐
半

丁
、
ひ
ぎ
肉
百
4
、
キ
ャ
ベ
ッ
ニ
枚

長
ね
ぎ
一
本
、
人
参
、
さ
や
い
ん
げ

　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猷
・
で
仏
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畿
、

　
　
　
　
彪
．
ん

　
　
ん
　
呵

　
　
　
　
　
　
　
、
、
恥

　
　
く
　
喜

　
　
　
　
　
　
　
イ
モ
．
　
俵

　
　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
　
　
、
つ
＆
い
召

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
、
を

　
　
ろ
佑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卒
藷

し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職

③
靭

　
十
月
は
全
国
電
波
障

　
害
一
掃
月
間
で
す

　
近
所
に
大
き
な
建
物
が
で
き
て
、

テ
レ
ビ
の
映
り
が
悪
く
な
っ
た
り
、

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
、
モ
ー
タ
ー
、
ネ
オ
ン
等
か
ら
ラ

ジ
オ
、
テ
レ
ビ
に
受
信
障
害
を
う
け

て
お
園
り
の
方
は
、
近
く
の
ラ
ジ
オ

店
、
電
力
会
社
、
放
送
局
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

銃
砲
刀
類
は
届
け
出
を

　
銃
砲
刀
剣
類
を
所
持
す
る
場
合
は

届
け
出
が
必
要
で
す
．

　
ま
た
、
売
買
や
相
続
等
で
所
有
者

ん
は
色
合
に
少
々
、
サ
ラ
ダ
油
、
塩

ミ
リ
ン
、
し
ょ
う
油
。

　
調
理
法
　
豆
腐
は
水
切
り
を
し
、

野
菜
は
そ
れ
ぐ
千
切
り
に
し
て
置

き
、
豆
腐
を
除
く
そ
の
他
の
材
料
を

多
め
の
サ
ラ
ダ
油
で
強
火
で
妙
め

濃
い
目
に
味
付
け
る
。

　
こ
れ
に
豆
腐
を
く
ず
し
な
が
ら
妙

め
こ
め
ば
、
で
ぎ
あ
が
り
で
す
。

　
な
お
、
紛
チ
ー
ズ
や
パ
セ
リ
の
み

じ
ん
切
り
を
そ
え
る
と
、
い
っ
そ
う

お
い
し
く
な
り
ま
す
。

が
か
わ
っ
た
場
合
、
す
み
や
か
に
市

教
育
委
員
会
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
Q

　
登
録
審
査
会
の
日
程

　
十
月
十
二
日
午
前
十
時
～
午
後
三

時
、
中
越
婦
人
会
館
（
長
岡
市
城
内

町
三
）

　
持
参
す
る
も
の

　
鰹
銑
砲
刀
剣
類
及
び
銃
砲
刀
剣
類

発
見
届
出
受
理
証

　
鰹
金
五
百
円
分
の
新
潟
県
収
入
証

紙　
麟
印
鑑

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▽
真
浄
院
（
四
日
町
）
　
－
一
万

五
千
円
　
▽
農
協
福
祉
会
館
（
交
通

遺
児
に
）
　
　
六
千
二
百
二
十
六
円

　
▽
田
中
伊
作
（
運
転
手
謝
礼
）
：

…
四
干
円
▽
小
林
賢
秀
（
川
原

町
）
　
　
一
万
円
▽
上
村
芳
三

　
（
貝
ノ
川
）
香
典
返
し
　
　
五
万
円

　
▽
滝
沢
政
治
（
母
大
島
ク
ニ
の
香

典
返
し
）
　
　
五
万
円
　
▽
飯
塚
孝

一
（
田
中
町
本
通
り
）
　
　
十
万
円

　
▽
桑
原
一
郎
（
講
師
謝
礼
）
・

三
千
円
　
▽
繊
労
コ
ー
ラ
ス
部
：

市
制
2
0
周
年
を
迎
え
て

　
こ
の
欄
は
、
来
年
の
市
制
2
0
周
年
を

　
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
に
ま
つ
わ

　る

人
に
登
場
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
昭
和
二
十
九
年
か
ら
カ
メ
ラ

　
と
の
つ
き
あ
い
の
は
じ
ま
っ
た
庭
野
泰

　
明
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓬
　
　
　
㎜
龍

　
　
　
庭
野
泰
明
（
本
町
墓
）

　
庭
野
さ
ん
は
、
カ
メ
ラ
と
の
つ
き

あ
い
は
古
く
、
今
か
ら
二
十
年
程
前
。

　
中
学
生
の
頃
か
ら
写
真
に
興
昧
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
の
趣
昧

の
山
登
り
か
ら
、
カ
メ
ラ
を
趣
昧
と

す
る
よ
う
に
な
・
．
た
i

　
卜
年
程
前
か
ら
市
内
の
ア
マ
チ
ュ

ア
写
真
ク
ラ
Z
光
画
ク
ラ
ブ
」
で
技

．
術
を
み
が
当
・
・
、
以
来
各
種
写
真
コ
ン

、
テ
ス
等
で
ヒ
位
入
賞
し
て
い
ま
す
．
、

　
市
報
と
お
か
ま
ち
は
、
あ
な
た
と

五
千
円
　
▽
滝
沢
恒
二
郎
（
本
町
一

上
）
敬
老
祝
金
－
…
二
千
円
　
▽
大

嶋
清
七
（
太
町
三
）
敬
老
祝
金
…

二
千
円
　
▽
竹
内
真
（
川
治
下
町
）

敬
老
祝
金
　
　
＝
千
円
　
▽
内
藤
直

義
（
控
木
）
敬
老
祝
金
…
千
円

m
月
休
日
救
急
医

14

日
大
島
医
院
魯
、
、
－
、
．
九
五
し
番

21

日
　
至
誠
堂
医
院
電
一
し
、
二
し
六
爵

28
日
　
十
日
町
病
院
魯
、
．
」
．
．
．
六
．
番

、羅：砂

膨
　
　
や
ビ
も
看
．
．
池
る

る
は
や
昌
．
て
“
．
て

　
　
ぐ
娠
よ
ー
ノ

＼　
　
　
ら

　
　
ン
ら

　
　
　
ピ

　
　
ゆ
　
　
　
　
ヱ
　
リ

　
　
　
（
辻
・

　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
o
　
O

　
　
　
ら

o
　
　
　
　
↑
3
し
（
ん
・
・

3
汝
の
蛮
に
し
再

　
　
　
ご
（
歌
＆
〃
・

乏っ

　
　
b
鷹
無

　
そ
ん
％
幽
．
．

ぽ
く
が
却
っ
込
．
．
℃

春
う
▽
⑦
略
一
a

弘

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
十
月
十
二
日
　
　
上
新
田
～
十

日
城
～
岩
野
～
原
～
板
橋
～
反
り
目

～
行
寺
～
為
永
～
野
田
～
蟹
沢
～
新

保
、
午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
，

　
▽
十
月
ニ
テ
四
日
…
：
山
本
一
部

～
八
箇
、
午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま

で
。
　
▽
十
月
二
十
三
目
…
高
田

町
一
の
一
部
～
高
田
町
二
～
泉
町
一

部
～
栄
町
～
袋
町
一
部
～
昭
和
町
一

～
高
校
通
り
～
本
町
西
一
の
一
部
。

編
集
す
る
新
聞
と
し
て
、
さ
ら
に
よ
…

く
す
る
た
め
の
努
力
を
つ
づ
け
て
い
…

ま
す
が
、
庭
野
さ
ん
は
現
在
広
報
協
…

力
員
、
写
真
部
門
〉
と
し
て
活
躍
さ
れ
　

て
い
¢
6
す
G

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
ね
ら
う
庭
野
さ
ん

　
旧
金
鶏
勲
章
叙
賜
一
時
賜
金
受

　
給
者
に
銀
杯
が
贈
ら
れ
ま
す

　
昭
和
十
五
年
四
月
二
十
九
日
付
旧

金
鶏
勲
章
一
時
賜
金
受
給
者
（
昭
和

三
十
八
年
四
月
一
日
以
降
に
死
亡
の

場
合
は
、
遺
族
）
に
銀
杯
が
贈
ら
れ

ま
す
。

　
該
当
者
は
、
十
二
月
末
日
ま
で
に

市
社
会
福
祉
事
務
所
で
、
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
．

　
　
一
円
貨
の
活
用
を

　
最
近
の
一
円
貨
は
、
年
々
退
蔵
性

が
強
ま
り
、
発
行
量
が
多
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
不
足
し
て
い
ま
す
．

　
各
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
一
円
貨
を

有
効
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
十
月
は
簡
保
の
月

　
簡
易
保
険
で
は
、
十
月
を
簡
易
保

険
月
間
と
し
、
加
入
増
強
運
動
を
行

な
っ
て
い
ま
す
．

繍

麟

襲

簸
’

鹸
，

♂
ノ　
　
　
ぜ

㌔
贈

秘
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戯
翻
糖
鍵
多
蹴
・

爵
備
郵
癒
灘
懸
㌧

　　　　　露幽闘癒勧健康逢験　　竃

　健康であることの幸せ、生きていることの幸せを満喫できること
は何よりもありがたいことです。もし万一、病気やケガのときは保険
証をもってお医者さんに行けば、治療費の3割を自分で負担するだ
けで、いろいろな診療を受けることができます。残りの7割は国保が
お医者さんに支払うのです。
　今月は国民健康保険（国保）制度にスポットをあててみました。

病気予防の7人のさむらい

　一イ呆健婦活動

　自分のf建康は1自ク〉で・∵fる二とが
ノく）」、、げ了にはノ弄なさ／しの洋建L舞ザノく

りや1鍵1ン鐸管；理、病気∫ヨ砺なビ・・’〕ア

シスクント役、ヒして、現在7名び）
保f建婦が活躍してい，妻す，
　し、ご（ヒび）1人1で評1，よ．1ま∫ρ一偉1讐三，苧し

児検診、　｛歳児検診、育児相談、

成八病ゴ’防、f建r．1｛相談、食生活改

善など1展者や看、’薄始1さノしととも1こ

1舌勇力し『ぐし・．よ 1，

　手寺に38土也1くの保f建招づ建員とt廟プ」

し、辺ま也住民のf建康を守る仕事や
’亨1莚、訪問によろ｛建1．拝相、淡なと’に努

ノ」して’いよよ、

　｛建1，衰面び）ことなら、　ど！しなこと

て』も糸、量i構‘3から、、二要・望をお「奇：’

ぜください「、

　また、とんなところでも出掛け
ていきま『1ので、お気軽にご利用

くがさい

年
々
増
え
る
医
療
費

　
　
　
　
　
　
9
ー
パ
ー
セ
ン
ト
は
保
険
給
付
費

翻繰磯獅

　
市
の
国
民
健
康
保
険
（
国

保
）
は
今
年
度
、
被
保
険
者

数
二
万
三
千
六
百
二
十
二
人

世
帯
数
六
千
四
百
五
十
＝
、
世

帯
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
ぞ
、
の
医
療
費
－
．
」
し
て
約
七
億
五
千

F
百
万
円
が
見
込
ま
淑
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
医
療
費
は
年
々
増

加
の
一
途
を
た
ど
り
、
加
入
者
の
受

診
率
も
高
ま
っ
て
市
が
医
療
機
関
に

支
払
う
お
金
は
お
ど
ろ
く
ば
か
り
の

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
保
険
料
総
額
の
二
倍
以
上
を

　
　
し
め
る
医
療
費

　
別
表
の
昭
和
四
十
八
年
度
国
保
特

別
会
計
事
業
勘
定
予
算
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
こ
れ
で
み
ま
す
と
、
み
な
さ

ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
国
民
健
康

保
険
料
の
収
入
は
国
保
会
計
歳
出
の

三
八
％
を
し
め
る
約
一
億
九
千
二

百
四
十
三
万
円
に

対
し
、
医
療
費
と

し
で
み
な
さ
ん
に

か
わ
っ
て
支
払
う

保
険
給
付
費
が
約

酷
国
保
の
し
く
み
W

　
わ
た
し
た
ち
は
、
い
つ
ど
ん
な
を
、

ぎ
に
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
入
院
す
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
本

人
の
支
出
を
で
き
る
だ
け
少
な
く

し
　
お
互
い
が
助
け
あ
お
う
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
生
ま
カ
ま
し
た
、

　
国
保
事
業
の
特
色
と
し
て
は
、
保

険
料
を
主
要
な
財
源
と
す
る
特
別
会

計
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。

　
国
保
は
職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ

て
い
な
い
人
は
す
べ
て
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
加
人
者
に
は
、

世
帯
単
位
に
被
保
険
者
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
こ
の
被
保
険
普
証
を
国
保

取
り
扱
い
医
療
機
関
に
段
h
示
す
る

と
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
三
割
を
負

担
す
る
だ
け
で
済
孜
ヰ
．
す
．

　
し
か
し
、
医
療
費
の
ヒ
割
相
当
額

は
、
後
日
、
医
療
機
関
か
ら
市
役
所

俣
…
健
課
へ
地
耐
求
が

ま
わ
り
、
国
保
か

ら
直
接
医
療
機
関

藩闘療養諸費の勤陶
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四
億
五
千
五
百
四
十
八
万
円
と
二
倍

以
上
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

受
診
件
数
も
年
々
増
加
し
て
き
ま
ー

た
。
四
＋
七
年
に
対
し
四
十
八
年
が

急
激
に
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原

囚
は
、
本
年
一
月
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
七
十
歳
以
上
の
老
人
に
対
す
る

　3

に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
支
払
い
す
る
お
金
は
、
加
入
者

の
み
な
さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
と
国

の
負
担
金
．
補
助
金
が
則
源
と
な
っ

て
い
ま
す
、
、

　
二
つ
に
大
別
さ
れ
る

　
国
保
の
し
ご
と

　
国
保
の
し
ご
と
は
、
つ
ぎ
の
二
つ

に
大
別
で
き
ま
す
。

　
ひ
と
つ
は
、
今
ま
で
お
話
し
し
た

よ
う
に
、
病
気
に
か
か
つ
た
人
な
ど

の
た
め
、
そ
の
医
療
費
の
ヒ
割
を
負

担
す
る
こ
レ
‘
、
で
す
。
も
う
ひ
と
つ

は
、
み
ん
な
が
健
康
戸
．
あ
る
』
う
病

気
を
予
防
す
る
こ
と
で
、
主
と
ー
で
．

保
健
婦
活
動
が
こ
れ
で
す
。

国民健康保険制度のしくみ

　十日町市役所

　　　保健課融1桝1を
　　　　　　．予略ずる

￥　、国糠躍会
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求

　
　
保
険
医
　
　
　
責

凝被
保
険
者

万一病気になった場合、少ない負担で安心して
お医者さんの治療をうけられるように・・一，，

これが国保の目的です。

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▽
庭
野
哲
夫
戸
学
校
町
）
雪
ま
つ

り
ア
イ
デ
7
賞
　
　
万
下
円
　
▽
大

医
療
費
助
成
な
ど
が
考
え
ら
れ
レ

す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
国
保
会
計

は
年
々
レ
・
」
ひ
し
い
も
の
に
な
つ
で
．
ぎ

レ
、
し
た
り

　
み
ん
な
で
守
る
国
保
財
政

　
国
保
財
政
は
、
医
療
費
に
対
応
す

る
財
源
を
確
保
し
な
が
ら
さ
ら
に
保

険
給
付
の
充
実
や
被
保
険
者
の
負
担

軽
誠
に
努
η
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
二
律
背
反
す
る
要
求
を
調
整

し
　
財
政
を
堅
持
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
む
づ
か
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
は
、
自
分
で
自
分
の
体
を
守
る

こ
と
を
第
．
と
し
、
病
気
の
早
期
発

見
早
期
治
療
に
努
め
、
で
き
る
だ
け

国
保
財
政
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う

　　　昭和48年度
国保特別会計事業勘定予算
　　　　　　　　　単位：h月
　　　　　1』H強唄
　　　　　　38％
　　　192，429　　　圏 浄
　　　　　　　　負キ巳盆　　　　　　歳入　57％

　子の他
　　5％　　　　284，021

　23、545

継霞
謡

健
康
予
防
作
戦
を
練
る

に
す
る
こ
と
な
ど
今
後
考
え
あ
い
た

い
も
の
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
．

　
料
の
完
納
を

　
国
民
健
康
保
険
料
は
、
被
保
険
者

の
み
な
さ
ん
が
、
病
気
や
ケ
ガ
を
さ

れ
た
と
き
の
医
療
費
の
ヒ
割
を
支
払

う
大
切
な
財
源
で
す
．

　
納
期
限
内
に
完
納
さ
れ
ま
す
よ
う

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

”
月
休
日
救
急
医

冊
日
富
田
医
院
曾
．
、
㌧
二
．
．
六
托
番

23

日
庭
野
医
院
費
．
．
㌧
．
し
．
．
番

25

日
大
島
医
院
曾
．
．
．
．
托
丘
ヒ
番

総額500，086

455．483

イ呆区翁素合イ寸費

　　91％

晶
ぞσ）璽，

　　2♂習ノ　9，486

島
正
夫
（
新
潟
市
）
・
　
三
万
円

▽
春
日
由
三
（
講
師
謝
礼
）
　
　
九

千
円
　
▽
老
人
ク
ラ
ブ
に
交
通
安
全

つ
え
二
百
本
（
十
H
町
ラ
イ
ォ
ソ
ズ

ク
ラ
ブ
百
本
、
市
交
通
安
全
協
会
々

長
石
坂
賢
次
五
十
本
、
市
交
通
安
全

協
会
連
合
会
々
長
岩
田
七
郎
五
十

本
）
寄
贈
　
▽
池
田
作
三
　
　
｛
卜

充
実
す
る
広
域
消
防
体
制

、』

戯

津
南
・
川
西
町
に
分
遣
所
建
設

広
域
消
防
川
西
分
遣
所

　
　
命
月
”
日
う
っ
す
）

　
昨
年
の
十
一
月
・
十
二
月
の
二
ヵ

月
間
に
甫
内
で
し
件
も
火
災
が
完
牛

し
て
い
ま
す
。
十
日
萌
地
域
広
域
事

務
組
合
で
は
、
み
な
さ
ん
の
生
命
や

財
産
を
守
る
た
め
消
防
事
業
の
整
備

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
十
H
町
巾
の
消
防
事
業
は
、
去
る

四
月
か
ら
広
域
消
防
と
し
て
川
西

町
、
津
南
殉
、
中
里
村
と
共
同
で
行

な
っ
て
い
ま
す
。

両
分
遣
所
が
活
躍

　
こ
の
広
域
消
防
体
制
は
、
今
ま
で

以
L
に
消
火
・
救
急
活
動
を
効
果
的

に
す
る
た
め
に
は
じ
め
ら
れ
た
も
の

で
、
市
内
の
消
防
署
を
中
心
に
川
西

分
遣
晒
・
津
南
分
遣
所
が
一
体
と
な

っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
、
分
遣
所
建
物
は
鉄
筋
構

造
二
階
建
で
、
川
西
町
L
野
霜
条
地

内
と
津
南
眺
総
合
セ
ソ
タ
ー
隣
り
に

完
成
し
、
そ
れ
汐
、
れ
九
各
の
署
員
が

勤
拷
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
十
ほ
町
地
域
広

域
事
務
組
合
で
は
、
今
年
か
ら
二
ヵ

年
継
続
事
業
と
し
て
新
庁
舎
建
設
を

は
じ
め
ま
し
た
。

　
こ
の
新
月
舎
は
、
総
工
事
費
一
億

六
干
四
百
万
円
を
か
け
た
鉄
筋
コ
ソ

ク
リ
i
卜
三
階
建
で
、
　
一
階
に
車

庫
、
仮
眠
室
、
二
階
に
事
務
室
、
署

長
室
、
機
械
室
、
三
階
に
溝
堂
が
あ

で
．
ら
カ
て
い
ま
す
．

　
完
成
は
、
明
年
十
月
末
の
予
定
で

す
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
整
備
に
よ
り

　
　
費
％
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施
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期日…月23日第1回午後1時開演　貧場類：謂搬駐轟繍灘
　　　　　　　　　　第2回午後5時30分開演　　　入場券取扱。、コ市内各公民館、ダイセ洋品店

　　　　どうぞご鑑賞ください　　　　　嚇1回につき500枚肌　ミャコヤ日寺計店、朝日堂時計店
　　　　　　　　　　　　　　　．．　．　　　　　　　　　⇔公演内容　平家女護島（鬼界ヶ島の段1曽根崎心中（生排踊llの段・
文化庁は、昭和48年度移動芸術祭「文楽」を当市に派遣・公演　　　　　　　　　　天満屋の段、天神森、㌧段1

することになりました・人形浄瑠璃「文楽」は重要無形文化　主　催　　　　　φ出演者重要無形文化財保持者竹本越路太夫、竹六

財に指定されており・わが国の代表的芸能です・　〈文化庁・新潟県教委・十日町市教委＞　　　弥七ほか29名　　　　　　　　　ノ

南
雲
さ
ん
が
勲
七
等
に

南
雲
房
太
郎
（
宮
下
西
）
さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど
長
年
の
地

域
防
災
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

け
ま
し
た
。

勲
七
等
旭
日
章
を
受

知
ら
な
い
と
損
を
す
る

国
保
と
交
通
事
故

　
万
、
、
国
保
に
加
入
し
て
い
る
あ
な
た
が
不
幸
に
し
て

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
田
届
け
を
出
す
こ
と
…
事
故
に
あ
っ
た
ら
、

届
け
「
第
、
二
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
出
し
て
く
だ
さ
い

憲騒書

詮
俣

壷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ぐ
に
市
役
所
保
健
課
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
ケ
ガ
な
ど
の

治
療
で
緊
急
を
要
す
る
場
合
、
病
院
に
国
保
の
被
保
険
者
証
を
呈
示
し
治

療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
（
市
役
所
保
健
課
へ
の
連
絡
を
忘
れ
ず
に
）
■
治

療
代
は
、
後
で
国
保
が
加
害
者
や
自
賠
責
保
険
か
ら
も
ら
う
こ
と
に
な
る

…
国
保
と
い
う
制
度
は
、
ケ
ガ
や
病
気
が
他
人
（
第
三
者
）
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
と
き
は
、
そ
の
治
療
費
は
国
保
が
一
時
た
て
か
え
て
お
き
、
後
日
示

談
書
な
ど
に
よ
っ
て
加
害
者
又
は
被
害
者
に
請
求
し
ま
す
。
（
飲
酒
、
ス
ピ

ー
ド
違
反
、
無
免
許
事
故
に
よ
る
医
療
費
を
除
く
）
■
示
談
は
慎
重
に
．
．
．

示
談
を
結
び
、
治
療
費
を
も
ら
う
と
、
保
険
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
示
談
は
慎
重
に
結
び
た
い
も
の
で
す
。

一
段
と
充
実
し
た
消
防
体
制
で
、
み

な
さ
ん
の
生
命
や
財
産
を
守
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
火
を
使
う

こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
火
の
始

末
を
確
実
に
行
な
う
と
と
も
に
、
火

災
発
生
の
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
一
一

九
番
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

市
立
西
保
育
所
を
着
工

　
　
開
所
は
明
春
四
月
を
予
定

　
核
家
族
化
や
主
婦
の
み
な
さ
ん
の

職
場
進
出
な
ど
か
ら
、
こ
ど
も
の
保

育
に
欠
け
る
家
庭
が
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
市
は
保
育
所
の
新

設
や
設
備
の
充
実
に
努
力
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
西
保
育
所
を
総

額
二
千
ヒ
百
卜
万
円
で
着
工
し
ま
し

た
。
建
築
場
所
は
、
寅
甲
五
ヒ
ニ
番

地
で
す
。
　
（
略
図
の
と
お
り
）

　
開
所
は
明
春
四
月
の
予
定
。
な

お
、
西
保
育
所
は
収
容
定
員
百
二
十

名
、
建
築
面
積
は
六
百
二
十
二
・
七

平
方
材
で
保
育
室
四
、
遊
戯
室
一
、

乳
児
室
一
な
ど
で
す
。

一
道II7号線　　至長野一至小千谷　国－

本町6
父誉

農協
車輌センター，

□
“
越後交通

西保育所
一口　膚　〇　　一　一　一

本町西線

　
食
卓
を
豊
か
に
す
る

　
　
料
　
理
　
展

　
卜
日
町
市
・
中
魚
沼
調
理
師

会
は
、
次
の
と
お
り
第
二
回
食

卓
を
豊
か
に
す
る
料
理
展
を
開

き
ま
す
。

と
き
／
十
一
月
十
八
日
へ
日
）

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
四
時

と
こ
ろ
／
市
民
会
館

　
今
月
の
交
通
事
故

　
相
談
日
は
2
1
日
に
変
更

　
市
で
は
、
毎
奇
数
H
の
第
．
一

水
曜
日
に
交
通
事
故
相
談
所
を

旧
没
し
て
い
ま
す
が
、
今
月
は

都
へ
・
に
よ
り
次
の
と
お
り
変
．
史

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
よ

と
き
／
十
一
月
二
十
｝
日
（
水
）

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

と
こ
ろ
／
市
役
所
市
民
相
談
室
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戯
翻
糖
鍵
多
蹴
・

爵
備
郵
癒
灘
懸
㌧

　　　　　露幽闘癒勧健康逢験　　竃

　健康であることの幸せ、生きていることの幸せを満喫できること
は何よりもありがたいことです。もし万一、病気やケガのときは保険
証をもってお医者さんに行けば、治療費の3割を自分で負担するだ
けで、いろいろな診療を受けることができます。残りの7割は国保が
お医者さんに支払うのです。
　今月は国民健康保険（国保）制度にスポットをあててみました。

病気予防の7人のさむらい

　一イ呆健婦活動

　自分のf建康は1自ク〉で・∵fる二とが
ノく）」、、げ了にはノ弄なさ／しの洋建L舞ザノく

りや1鍵1ン鐸管；理、病気∫ヨ砺なビ・・’〕ア

シスクント役、ヒして、現在7名び）
保f建婦が活躍してい，妻す，
　し、ご（ヒび）1人1で評1，よ．1ま∫ρ一偉1讐三，苧し

児検診、　｛歳児検診、育児相談、

成八病ゴ’防、f建r．1｛相談、食生活改

善など1展者や看、’薄始1さノしととも1こ

1舌勇力し『ぐし・．よ 1，

　手寺に38土也1くの保f建招づ建員とt廟プ」

し、辺ま也住民のf建康を守る仕事や
’亨1莚、訪問によろ｛建1．拝相、淡なと’に努

ノ」して’いよよ、

　｛建1，衰面び）ことなら、　ど！しなこと

て』も糸、量i構‘3から、、二要・望をお「奇：’

ぜください「、

　また、とんなところでも出掛け
ていきま『1ので、お気軽にご利用

くがさい

年
々
増
え
る
医
療
費

　
　
　
　
　
　
9
ー
パ
ー
セ
ン
ト
は
保
険
給
付
費

翻繰磯獅

　
市
の
国
民
健
康
保
険
（
国

保
）
は
今
年
度
、
被
保
険
者

数
二
万
三
千
六
百
二
十
二
人

世
帯
数
六
千
四
百
五
十
＝
、
世

帯
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
ぞ
、
の
医
療
費
－
．
」
し
て
約
七
億
五
千

F
百
万
円
が
見
込
ま
淑
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
医
療
費
は
年
々
増

加
の
一
途
を
た
ど
り
、
加
入
者
の
受

診
率
も
高
ま
っ
て
市
が
医
療
機
関
に

支
払
う
お
金
は
お
ど
ろ
く
ば
か
り
の

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
保
険
料
総
額
の
二
倍
以
上
を

　
　
し
め
る
医
療
費

　
別
表
の
昭
和
四
十
八
年
度
国
保
特

別
会
計
事
業
勘
定
予
算
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
こ
れ
で
み
ま
す
と
、
み
な
さ

ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
国
民
健
康

保
険
料
の
収
入
は
国
保
会
計
歳
出
の

三
八
％
を
し
め
る
約
一
億
九
千
二

百
四
十
三
万
円
に

対
し
、
医
療
費
と

し
で
み
な
さ
ん
に

か
わ
っ
て
支
払
う

保
険
給
付
費
が
約

酷
国
保
の
し
く
み
W

　
わ
た
し
た
ち
は
、
い
つ
ど
ん
な
を
、

ぎ
に
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
入
院
す
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
本

人
の
支
出
を
で
き
る
だ
け
少
な
く

し
　
お
互
い
が
助
け
あ
お
う
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
生
ま
カ
ま
し
た
、

　
国
保
事
業
の
特
色
と
し
て
は
、
保

険
料
を
主
要
な
財
源
と
す
る
特
別
会

計
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。

　
国
保
は
職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ

て
い
な
い
人
は
す
べ
て
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
加
人
者
に
は
、

世
帯
単
位
に
被
保
険
者
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
こ
の
被
保
険
普
証
を
国
保

取
り
扱
い
医
療
機
関
に
段
h
示
す
る

と
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
三
割
を
負

担
す
る
だ
け
で
済
孜
ヰ
．
す
．

　
し
か
し
、
医
療
費
の
ヒ
割
相
当
額

は
、
後
日
、
医
療
機
関
か
ら
市
役
所

俣
…
健
課
へ
地
耐
求
が

ま
わ
り
、
国
保
か

ら
直
接
医
療
機
関

藩闘療養諸費の勤陶

3脚翻㈱鰯爵麟懸霧　ア繍麟

縫廼多番
4騨　　鶴奪　　47無　　4緯見込み

四
億
五
千
五
百
四
十
八
万
円
と
二
倍

以
上
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

受
診
件
数
も
年
々
増
加
し
て
き
ま
ー

た
。
四
＋
七
年
に
対
し
四
十
八
年
が

急
激
に
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原

囚
は
、
本
年
一
月
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
七
十
歳
以
上
の
老
人
に
対
す
る

　3

に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
支
払
い
す
る
お
金
は
、
加
入
者

の
み
な
さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
と
国

の
負
担
金
．
補
助
金
が
則
源
と
な
っ

て
い
ま
す
、
、

　
二
つ
に
大
別
さ
れ
る

　
国
保
の
し
ご
と

　
国
保
の
し
ご
と
は
、
つ
ぎ
の
二
つ

に
大
別
で
き
ま
す
。

　
ひ
と
つ
は
、
今
ま
で
お
話
し
し
た

よ
う
に
、
病
気
に
か
か
つ
た
人
な
ど

の
た
め
、
そ
の
医
療
費
の
ヒ
割
を
負

担
す
る
こ
レ
‘
、
で
す
。
も
う
ひ
と
つ

は
、
み
ん
な
が
健
康
戸
．
あ
る
』
う
病

気
を
予
防
す
る
こ
と
で
、
主
と
ー
で
．

保
健
婦
活
動
が
こ
れ
で
す
。

国民健康保険制度のしくみ

　十日町市役所

　　　保健課融1桝1を
　　　　　　．予略ずる

￥　、国糠躍会

β
”

￥
勘
ウ

　
ソ
ヘ
ρ
ξ

8
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
ド
　
　
　
サ

　
　
　
・
．
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
求

　
　
保
険
医
　
　
　
責

凝被
保
険
者

万一病気になった場合、少ない負担で安心して
お医者さんの治療をうけられるように・・一，，

これが国保の目的です。

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▽
庭
野
哲
夫
戸
学
校
町
）
雪
ま
つ

り
ア
イ
デ
7
賞
　
　
万
下
円
　
▽
大

医
療
費
助
成
な
ど
が
考
え
ら
れ
レ

す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
国
保
会
計

は
年
々
レ
・
」
ひ
し
い
も
の
に
な
つ
で
．
ぎ

レ
、
し
た
り

　
み
ん
な
で
守
る
国
保
財
政

　
国
保
財
政
は
、
医
療
費
に
対
応
す

る
財
源
を
確
保
し
な
が
ら
さ
ら
に
保

険
給
付
の
充
実
や
被
保
険
者
の
負
担

軽
誠
に
努
η
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
二
律
背
反
す
る
要
求
を
調
整

し
　
財
政
を
堅
持
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
む
づ
か
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
は
、
自
分
で
自
分
の
体
を
守
る

こ
と
を
第
．
と
し
、
病
気
の
早
期
発

見
早
期
治
療
に
努
め
、
で
き
る
だ
け

国
保
財
政
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う

　　　昭和48年度
国保特別会計事業勘定予算
　　　　　　　　　単位：h月
　　　　　1』H強唄
　　　　　　38％
　　　192，429　　　圏 浄
　　　　　　　　負キ巳盆　　　　　　歳入　57％

　子の他
　　5％　　　　284，021

　23、545

継霞
謡

健
康
予
防
作
戦
を
練
る

に
す
る
こ
と
な
ど
今
後
考
え
あ
い
た

い
も
の
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
．

　
料
の
完
納
を

　
国
民
健
康
保
険
料
は
、
被
保
険
者

の
み
な
さ
ん
が
、
病
気
や
ケ
ガ
を
さ

れ
た
と
き
の
医
療
費
の
ヒ
割
を
支
払

う
大
切
な
財
源
で
す
．

　
納
期
限
内
に
完
納
さ
れ
ま
す
よ
う

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

”
月
休
日
救
急
医

冊
日
富
田
医
院
曾
．
、
㌧
二
．
．
六
托
番

23

日
庭
野
医
院
費
．
．
㌧
．
し
．
．
番

25

日
大
島
医
院
曾
．
．
．
．
托
丘
ヒ
番

総額500，086

455．483

イ呆区翁素合イ寸費

　　91％

晶
ぞσ）璽，

　　2♂習ノ　9，486

島
正
夫
（
新
潟
市
）
・
　
三
万
円

▽
春
日
由
三
（
講
師
謝
礼
）
　
　
九

千
円
　
▽
老
人
ク
ラ
ブ
に
交
通
安
全

つ
え
二
百
本
（
十
H
町
ラ
イ
ォ
ソ
ズ

ク
ラ
ブ
百
本
、
市
交
通
安
全
協
会
々

長
石
坂
賢
次
五
十
本
、
市
交
通
安
全

協
会
連
合
会
々
長
岩
田
七
郎
五
十

本
）
寄
贈
　
▽
池
田
作
三
　
　
｛
卜

充
実
す
る
広
域
消
防
体
制

、』

戯

津
南
・
川
西
町
に
分
遣
所
建
設

広
域
消
防
川
西
分
遣
所

　
　
命
月
”
日
う
っ
す
）

　
昨
年
の
十
一
月
・
十
二
月
の
二
ヵ

月
間
に
甫
内
で
し
件
も
火
災
が
完
牛

し
て
い
ま
す
。
十
日
萌
地
域
広
域
事

務
組
合
で
は
、
み
な
さ
ん
の
生
命
や

財
産
を
守
る
た
め
消
防
事
業
の
整
備

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
十
H
町
巾
の
消
防
事
業
は
、
去
る

四
月
か
ら
広
域
消
防
と
し
て
川
西

町
、
津
南
殉
、
中
里
村
と
共
同
で
行

な
っ
て
い
ま
す
。

両
分
遣
所
が
活
躍

　
こ
の
広
域
消
防
体
制
は
、
今
ま
で

以
L
に
消
火
・
救
急
活
動
を
効
果
的

に
す
る
た
め
に
は
じ
め
ら
れ
た
も
の

で
、
市
内
の
消
防
署
を
中
心
に
川
西

分
遣
晒
・
津
南
分
遣
所
が
一
体
と
な

っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
、
分
遣
所
建
物
は
鉄
筋
構

造
二
階
建
で
、
川
西
町
L
野
霜
条
地

内
と
津
南
眺
総
合
セ
ソ
タ
ー
隣
り
に

完
成
し
、
そ
れ
汐
、
れ
九
各
の
署
員
が

勤
拷
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
十
ほ
町
地
域
広

域
事
務
組
合
で
は
、
今
年
か
ら
二
ヵ

年
継
続
事
業
と
し
て
新
庁
舎
建
設
を

は
じ
め
ま
し
た
。

　
こ
の
新
月
舎
は
、
総
工
事
費
一
億

六
干
四
百
万
円
を
か
け
た
鉄
筋
コ
ソ

ク
リ
i
卜
三
階
建
で
、
　
一
階
に
車

庫
、
仮
眠
室
、
二
階
に
事
務
室
、
署

長
室
、
機
械
室
、
三
階
に
溝
堂
が
あ

で
．
ら
カ
て
い
ま
す
．

　
完
成
は
、
明
年
十
月
末
の
予
定
で

す
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
整
備
に
よ
り

　
　
費
％
37

　
　
設
2
5

費
％
9
0
施
”

務
5
4
　
ぽ

ぜ
　
亀
　
噺

糸
　
　
　
2

期日…月23日第1回午後1時開演　貧場類：謂搬駐轟繍灘
　　　　　　　　　　第2回午後5時30分開演　　　入場券取扱。、コ市内各公民館、ダイセ洋品店

　　　　どうぞご鑑賞ください　　　　　嚇1回につき500枚肌　ミャコヤ日寺計店、朝日堂時計店
　　　　　　　　　　　　　　　．．　．　　　　　　　　　⇔公演内容　平家女護島（鬼界ヶ島の段1曽根崎心中（生排踊llの段・
文化庁は、昭和48年度移動芸術祭「文楽」を当市に派遣・公演　　　　　　　　　　天満屋の段、天神森、㌧段1

することになりました・人形浄瑠璃「文楽」は重要無形文化　主　催　　　　　φ出演者重要無形文化財保持者竹本越路太夫、竹六

財に指定されており・わが国の代表的芸能です・　〈文化庁・新潟県教委・十日町市教委＞　　　弥七ほか29名　　　　　　　　　ノ

南
雲
さ
ん
が
勲
七
等
に

南
雲
房
太
郎
（
宮
下
西
）
さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど
長
年
の
地

域
防
災
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

け
ま
し
た
。

勲
七
等
旭
日
章
を
受

知
ら
な
い
と
損
を
す
る

国
保
と
交
通
事
故

　
万
、
、
国
保
に
加
入
し
て
い
る
あ
な
た
が
不
幸
に
し
て

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
田
届
け
を
出
す
こ
と
…
事
故
に
あ
っ
た
ら
、

届
け
「
第
、
二
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
出
し
て
く
だ
さ
い

憲騒書

詮
俣

壷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ぐ
に
市
役
所
保
健
課
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
ケ
ガ
な
ど
の

治
療
で
緊
急
を
要
す
る
場
合
、
病
院
に
国
保
の
被
保
険
者
証
を
呈
示
し
治

療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
（
市
役
所
保
健
課
へ
の
連
絡
を
忘
れ
ず
に
）
■
治

療
代
は
、
後
で
国
保
が
加
害
者
や
自
賠
責
保
険
か
ら
も
ら
う
こ
と
に
な
る

…
国
保
と
い
う
制
度
は
、
ケ
ガ
や
病
気
が
他
人
（
第
三
者
）
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
と
き
は
、
そ
の
治
療
費
は
国
保
が
一
時
た
て
か
え
て
お
き
、
後
日
示

談
書
な
ど
に
よ
っ
て
加
害
者
又
は
被
害
者
に
請
求
し
ま
す
。
（
飲
酒
、
ス
ピ

ー
ド
違
反
、
無
免
許
事
故
に
よ
る
医
療
費
を
除
く
）
■
示
談
は
慎
重
に
．
．
．

示
談
を
結
び
、
治
療
費
を
も
ら
う
と
、
保
険
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
示
談
は
慎
重
に
結
び
た
い
も
の
で
す
。

一
段
と
充
実
し
た
消
防
体
制
で
、
み

な
さ
ん
の
生
命
や
財
産
を
守
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
火
を
使
う

こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
火
の
始

末
を
確
実
に
行
な
う
と
と
も
に
、
火

災
発
生
の
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
一
一

九
番
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

市
立
西
保
育
所
を
着
工

　
　
開
所
は
明
春
四
月
を
予
定

　
核
家
族
化
や
主
婦
の
み
な
さ
ん
の

職
場
進
出
な
ど
か
ら
、
こ
ど
も
の
保

育
に
欠
け
る
家
庭
が
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
市
は
保
育
所
の
新

設
や
設
備
の
充
実
に
努
力
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
西
保
育
所
を
総

額
二
千
ヒ
百
卜
万
円
で
着
工
し
ま
し

た
。
建
築
場
所
は
、
寅
甲
五
ヒ
ニ
番

地
で
す
。
　
（
略
図
の
と
お
り
）

　
開
所
は
明
春
四
月
の
予
定
。
な

お
、
西
保
育
所
は
収
容
定
員
百
二
十

名
、
建
築
面
積
は
六
百
二
十
二
・
七

平
方
材
で
保
育
室
四
、
遊
戯
室
一
、

乳
児
室
一
な
ど
で
す
。

一
道II7号線　　至長野一至小千谷　国－

本町6
父誉

農協
車輌センター，

□
“
越後交通

西保育所
一口　膚　〇　　一　一　一

本町西線

　
食
卓
を
豊
か
に
す
る

　
　
料
　
理
　
展

　
卜
日
町
市
・
中
魚
沼
調
理
師

会
は
、
次
の
と
お
り
第
二
回
食

卓
を
豊
か
に
す
る
料
理
展
を
開

き
ま
す
。

と
き
／
十
一
月
十
八
日
へ
日
）

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
四
時

と
こ
ろ
／
市
民
会
館

　
今
月
の
交
通
事
故

　
相
談
日
は
2
1
日
に
変
更

　
市
で
は
、
毎
奇
数
H
の
第
．
一

水
曜
日
に
交
通
事
故
相
談
所
を

旧
没
し
て
い
ま
す
が
、
今
月
は

都
へ
・
に
よ
り
次
の
と
お
り
変
．
史

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
よ

と
き
／
十
一
月
二
十
｝
日
（
水
）

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

と
こ
ろ
／
市
役
所
市
民
相
談
室
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建
設
急
ピ
ッ
チ

　
　
　
　
織
組
加
工
部
”
卸
売
市
場

　
晩
秋
と
も
な
る
と
、
市
内
の
ア
チ

コ
チ
で
、
降
雪
前
完
成
を
目
標
に
工

事
を
急
い
で
い
る
光
景
を
目
に
し
ま

す
。
そ
の
な
か
で
ひ
と
き
わ
目
立
つ

の
が
、
十
日
町
繊
物
工
策
団
地
に
建

建
設
中
の
織
組
加
工
部

一
講
轟

　
十
日
町
市
の
死
亡
原
因

　
ト
ッ
プ
は
脳
卒
中

　
だ
れ
も
が
健
康
で
長
生
き
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
健
康

診
断
で
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
が
最
も
大
切
。
昭
和
四
卜
七
年
の

市
内
死
亡
原
因
別
件
数
を
ま
と
め
る

と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
お
互
い
．

に
健
康
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
脳
卒
中
百
二
卜
件
（
三
十
六
％
）
②

ガ
ン
七
十
五
件
（
二
十
、
、
砺
）
③
心
臓
…

失
患
四
士
二
件
（
十
三
％
）
④
肺
炎
・

気
管
支
炎
二
十
四
件
（
七
％
）
⑤
不
慮
、

の
事
故
十
九
件
（
六
％
）
⑥
自
殺
十
七
…

件
（
五
％
）
⑦
老
衰
士
葎
（
四
％
）
⑧
，

高
血
圧
性
失
患
八
件
（
．
一
％
）
⑨
肝
硬

変
七
件
（
二
％
）
⑩
胃
腸
炎
五
件
（
、
．
％
）

築
中
の
十
日
町
織
物
組
合
加
工
部
と

十
日
町
生
鮮
食
品
株
式
会
社
の
卸
売

市
場
。
織
物
組
合
加
工
部
は
総
工
事

費
一
億
九
千
五
百
万
円
で
最
新
式
の

染
色
廃
水
処
理
施
設
を
完
備
。
卸
売

市
場
は
十
日
町
僑
近
く
の
広
域
と
畜

場
付
近
に
総
工
事
費
二
億
二
千
四
百

五
十
万
円
で
着
工
．
秋
空
に
建
設
の

つ
ち
音
が
高
く
響
き
わ
た
っ
て
い

る
。購騨

　　　ド　　　、　　　P

売
市
場

住民登録はお済みですか
　新年度入学児童の準備をはにめました

磯乃 聖

　
昭
和
四
十
八
年
も
あ

ま
す
と
こ
ろ
あ
と
一
か

月
足
ら
ず
に
な
り
ま
し

た
。
　
市
教
育
番
員
会
と
市

内
各
小
学
校
で
は
、
そ

ろ
そ
ろ
新
年
度
小
学
校

へ
入
学
さ
れ
る
か
わ
い

い
お
子
さ
ん
た
ち
の
受

け
入
れ
準
備
を
は
じ
め
ま
し
た
。

難難擶醗戴

容
積
率
で
規
制

　
市
は
昭
和
四
十
五
年
十

二
月
に
用
途
地
域
を
指
定

し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

都
市
の
秩
序
あ
る
発
展
と

生
活
環
境
の
保
護
を
重
点

に
建
築
基
準
法
と
都
市
計

画
法
が
つ
ぎ
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
、
改
正
さ
れ
た
お
も
な
点
は
建

築
物
の
高
さ
の
制
限
を
廃
止
、
こ
れ

に
か
え
て
容
積
率
（
敷
地
面
積
に
対

す
る
延
べ
面
積
の
割
含
）
で
規
制
す

　
来
年
入
学
す
る
お
子
さ
ん
は
、
昭

和
四
十
二
年
四
月
二
口
か
ら
昭
和
四

十
三
年
四
月
一
H
に
生
ま
れ
た
お
子

さ
ん
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
な
か
で
、
転
入
し
た

が
ま
だ
市
役
所
で
住
民
登
録
を
済
ま

し
て
い
な
い
方
や
住
民
登
録
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
と
別
の
場
所
に
住
ん
で

お
ら
れ
る
方
は
、
今
後
の
い
ろ
い
ろ

の
連
絡
が
届
か
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
正
し
い
届
け
を
し
て
く
だ

キ
・
」
い
。
な
お
、
住
民
登
録
手
続
き
は

市
役
所
正
面
玄
関
左
側
の
市
民
課
で

お
願
い
し
ま
す
。

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
市
で
は
、
昭
和
四
十

八
年
十
二
刀
末
H
を
目
標
に
つ
ぎ
の

　
コ
ド
ト
ド

ト
し

コ
　

ヨ

　
　
　

ヨ
う

率
…
玄
巳
　
　
　
　
　
　
　
　
一

積
耳

　
　
　
ド
リ
　
の

　
　
　
2
1
、
霞
R
μ
h
鮮

容
皿
話

び
一
ラ
、漁
翻
壷

犠
璽
膣
避

と
お
り
変
更
す
る
予
定
で
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

脳
本
町
六
丁
目
の
住
居
地
域
及
び
準

工
業
地
域
の
一
部
を
近
隣
商
業
地
域

に
変
更

騒
下
川
原
地
内
の
住
居
地
域
の
一
部

を
準
工
業
地
域
に
変
更

晴
れ
の
受
賞

石
坂
・
堤
の
両
氏

　
こ
の
ほ
ど
、
石
坂
正
隆
織
協
副
理

事
長
と
堤
栄
二
氏
（
堤
製
作
所
社

長
）
は
、
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ

つ
ぎ
の
と
お
り
受
章
し
ま
し
た
。

　
県
知
喜
表
彰
　
石
坂
正
隆
氏

　
黄
綬
褒
章
堤
栄
二
氏

　
国
税
モ
ニ
タ
ー
に

　
ご
相
談
を

　
納
税
者
と
税
務
署
を
つ
な
ぐ
パ
イ

プ
役
を
．
し
て
、
国
税
モ
ニ
タ
ー
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
税
に
つ
い
て
の
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
や
苦
情
な
ど
を
国

税
モ
ニ
タ
ー
の
方
に
集
め
て
い
た
だ

い
て
、
税
務
の
円
滑
な
運
営
を
は
か

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
十
口
町
市
で
は
、
山
内
正
豊
さ
ん

（
本
町
二
丁
目
）
に
お
ね
が
い
し
て

あ
り
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
は
こ
相

談
を
。
　
（
十
口
町
税
務
署
）

　
服
部
・
小
林
さ
ん
が
大
臣
表
彰

　
服
部
慶
円
さ
ん
と
小
林
賢
秀
さ
ん

短欝

福
島
さ
ん
に
記
念
樹

　
関
口
竹
治
郎
（
駅
通
り
）
さ
ん
は

こ
の
ほ
ど
福
島
リ
サ
ヘ
峠
）
さ
ん
の

百
歳
を
記
念
し
て
、
記
念
樹
を
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
よ馨

　
　
　
偽

　
　
　
一
憎
5し
働
塾

P
参
『

　
　
　
　
　
　
　
　
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
づ

へ

幽
　
　
　
　
　
σ

今≒の

冬
は
叡
計

α
都
令
b
奮

石
油
①
が
り
D
に

ラ
博
モ
照
い
ま
専
。

㊥「1【

　
　
レ遜

　
　
な
ん
か
・
…
み
じ
猷

　
感
■
供
－
背
甲
炉

　
　
　
～
こ
Φ
い
・
…

　
　
　
　
　
ぎ

翻
心

　
　
・
㌧
　
し

し
び
し
…
石
鈎
ス
み
』
つ

弱
憾
饗
夢

　
　
し
　
L
つ
：
・
．

植
樹
す
る
福
島
リ
サ
さ
ん

お
忘
れ
な
く

　
十
一
月
は
、
固
定
資
産
税

（
都
市
計
画
税
）
第
三
期
分
の

納
期
で
す
。

　
　
　
　
｝
｝
　
〃

　
　
　
ノ

δQ㌧
　
石
麹
よ
幅

　
　
・
値
上
け
9
0
”

畜
季
断
『
：

石
麹
ス
ト
ー
ゴ

む
ん
か
蕊
D

ず
．
と
姦
た
け
エ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
厚
生
・
法
務
大
臣
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
越
後
田
沢
局
の
電
話

　
ダ
イ
ヤ
ル
式
に

　
十
二
月
五
H
か
ら
越
後
田
沢
局
の

電
話
が
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
な
り
、
電
話

番
号
が
全
面
的
に
か
わ
り
ま
す
。
切

り
替
え
当
日
の
午
後
二
時
頃
は
越
後

田
沢
方
面
へ
の
電
話
は
な
る
べ
く
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。
　
（
十
日
町
電
報
電

話
局
）

い
る
遠
藤
義
・
Z
助
さ
ん
に
登
場
い

た
だ
き
ま
し
た

　
遠
藤
さ
ん
は
、
現
在
東
小
学
校

に
つ
と
め
て
い
ま
ず
か
、
し
、
こ
と

の
合
い
間
を
み
て
は
、
こ
ど
も
た

ち
に
指
卓
し
て
い
ま
す
．
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